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　這うように長く伸びた枝先にアサガオに似た花を咲かせるペチュ
ニア。ナス科の一年草で、春から秋にかけての長い間花を楽しむこ
とが出来ます。紫や赤などの濃い色合いのものから、白や桃色など
淡い色合いのものまで、花色がとても豊富な花です。

ペチュニア

グランドチャンピオンに上みず子さん
出水地区春季畜産共進会

四
季
の
香
り

7月号

　５月 27 日、ＪＡは出水中央家畜市場で平成
23年度出水地区春季畜産共進会を開き、管内よ
り選抜された繁殖雌牛 33頭が出場しました。
　共進会は、種牛第１部（セリ終了後～ 12カ月）
と第２部（13 カ月～ 19 カ月）に分けて審査を
行いました。審査は県和牛登録協会やＪＡの関係
者が、月齢に応じた発育と体型・資質・品位など
の項目について、予備審査から比較・決定審査ま
で行いました。
　審査終了後、県和牛登録協会の領家幸内副支部
長が「全体的に発育が良く、体の深み、幅も充実

している。しかし中には太りすぎのもの、体上線
や後脚の強さがもう少しほしいものも散見され
た。秋の共進会に向けて育成管理に励んで欲しい」
と講評を行いました。
　なお、成績は次の通りで、グランドチャンピオ
ンには第１部に出品された上みず子さんの「ふゆ
づき号」が輝きました。
第１部�▶最優秀賞１席＝上みず子さ　

　ん（東）▶２席＝
山口正成さ　

　ん（東）▶３席＝石原義人さ　
　ん（三笠）

第２部�▶最優秀賞１席＝山口正成さ　
　ん（東）▶２席・

３席＝浦底初男さ　
　ん（東）

体型などを入念に審査

グランドチャンピオンに輝いた「ふゆづき号」

表彰を受ける上みず子さん
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五
月
二
十
四
日
、
第
十
九
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
新
役
員

が
選
任
、
続
い
て
同
日
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
監
事
会
に
お
い

て
常
勤
役
員
等
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　出水市内の農業者で構成されている農業青年クラブ、
若鶴会は５月 13日と 14日の両日、自分たちの手で作っ
た焼酎 “ 百翔 ” と出水地区の特産の紅甘夏を使って地域
の活性化につなげようと同市本町にある川端通りで焼酎
の即売会 “百翔祭 ” を行いました。

　出水市立切通小学校は５月 18日、５年生と６年生の
児童 10人が参加し、種モミ（うるち米とモチ米）の塩
水選・消毒体験を行いました。
　当日は、始めにＪＡの営農指導員から作業のポイント
や注意点の説明を受けました。その後の体験学習では、
うるち米とモチ米の班に分かれて塩水に浮いたモミを取
り除いた後、残った種モミを水で洗い、網ネットに詰め
て、最後に消毒液の中に浸しました。
　参加した児童は「塩水に浸して良い種モミを選ぶとい
う、昔の人の知恵にビックリした」と話していました。

　５月 18日にＪＡは、出水・阿久根市内の国道沿いで
出水・阿久根両警察署の協力のもと、共済担当者や女子
職員など約 50人が参加し、交通安全キャンペーンを行
いました。職員らは、誘導した車両のドライバーに「安
全運転をお願いします」と声を掛けながら交通安全を呼
び掛けるチラシや防犯ライトなどが入った袋、約 400
個を手渡しました。

　鹿児島いずみ農協利用者年金友の会は６月２日、会員
の健康増進および親睦を図るとともに組織の発展を目的
に、第２回ゴルフ大会を出水市内のゴルフ場で開き、会
員 73人が参加しました。
　当日会員は、元気良くはつらつとしたプレーを行いな
がら、互いの健闘に拍手を送るなど会員同士の交流を深
めていました。
　なお、成績は次の通りです。
　優勝▶竹添貞二さ　

　ん（高尾野）準優勝▶東利雄さ　
　ん（野田）

３位▶山﨑清巳さ　
　ん（高尾野）

“
百
翔
”
の
中
に
特
産
の
紅
甘
夏
の
搾
り
汁
を
加
え
る
会
員協力して網ネットに種モミを入れる児童

ドライバーに「安全運転をお願いします」と声を掛ける職員ら

元気良くプレーした年金友の会ゴルフ大会

ＪＡが交通安全キャンペーンを実施

農業青年クラブが、焼酎と紅甘夏
で地域活性化を図る

農協利用者年金友の会ゴルフ大会
で会員同士の親睦を図る

小学生が昔ながらの米作り 
「塩水選」に挑戦

わ わ

ふるさと
い い話 輪

　使われた焼酎
の “ 百 翔 ” は、
同会員と出水市
立米ノ津東小学
校１年生から
３年生の生徒
約 40 人が一緒
に作った甘しょ
と、会員が作っ
ている米を原料
に地元の焼酎会
社、神酒造㈱が
作成したもの
で、使う紅甘夏
は、当ＪＡ果樹
青年部員が作っ
て提供したもの
です。

敷 根　 敏 彦 宮 路　 義 輝 阿 多　 靖 直 早 水　 利 美

町 口　 孝 治

尻無濱　俊幸 三 原　 仁 野 畑　 正 輔

大川内　良一

淵 上　 浩 喜

常勤監事
楠 元　 清 和

代表理事常務
中 村　 信 行

常務理事
平 瀨　 悦 男

代表理事組合長
内 村　 正 男

常
勤
理
事
・
監
事

濵 田　 和 男 德 留　 隆 雄

塚 元　 博 美

田 頭　 良 成 南 園　 秀 憲

理 

　 

事

監
　  

事

田 口　 憲 親上　 浩 展 紫 尾　 俊 一
代表監事
新 留　 秀 雄

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
新
役
員
体
制

【
理
事
　
18
人
・
監
事
　

5
人
】
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肥
育
牛
と
の
出
会
い

　
「
小
さ
い
頃
か
ら
、
牛
の
世
話
を
し

て
い
た
よ
。
そ
の
頃
か
ら
牛
が
好
き

だ
っ
た
ね
」
と
話
す
中
山
さ
ん
は
、
実

家
が
畜
産
農
家
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
牛
の
世
話
な
ど
を
手

伝
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
実
家
で
牛
飼
い
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
就
農
し
、
25
歳
で

結
婚
。
28
歳
の
と
き
に
独
立
し
て
肥

育
牛
経
営
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は

夫
婦
２
人
で
80
頭
の
飼
育
か
ら
始
め
、

た
特
製
の
飼
料
を
自
家
配
合
で
作
っ
て

い
ま
す
。
餌
は
、
毎
日
牛
に
与
え
る
前

に
自
分
の
口
に
含
ん
で
、
味
や
匂
い
を

確
か
め
て
か
ら
給
餌
す
る
よ
う
に
従
業

員
に
も
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
も
っ
と
牛
肉
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
７
年
前
に
、
自

分
が
育
て
た
牛
を
提
供
す
る
「
中

ち
ゅ
う

山ざ
ん

亭て
い

」
と
い
う
焼
き
肉
屋
を
鹿
児
島
中
央

駅
近
く
で
開
業
し
ま
し
た
。
融
点
が
低

く
う
ま
味
成
分
を
多
く
含
ん
だ
牛
肉
は

県
内
外
か
ら
も
評
判
で
す
。

「まだ夢の途中だ」と目を輝かせて話す中山さん

特
製
の
飼
料
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
肥
育
牛

牛舎内での床換えの様子

徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
、
37
歳
の
頃
に

２
４
０
頭
に
増
頭
し
ま
し
た
。
そ
の
頃

の
こ
と
を
「
夫
婦
２
人
の
作
業
で
毎
日

が
忙
し
く
て
寝
る
時
間
も
少
な
か
っ
た

け
ど
、
牛
を
飼
っ
て
い
る
と
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
せ
て
い
て
毎
日
が
楽
し
か

っ
た
よ
」
と
中
山
さ
ん
は
笑
顔
で
振
り

返
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
10
年
前
に
発
生
し
た
家
畜

伝
染
病
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
の
風
評
被
害
等
の

影
響
を
受
け
た
く
さ
ん
の
畜
産
農
家
が

経
営
か
ら
手
を
引
い
た
頃
、
中
山
さ
ん

は
こ
の
逆
境
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
の

で
は
と
大
規
模
な
増
頭
を
行
い
ま
し

農
を
訪
ね
て

さ
　
　
ん

中な
か

山や
ま

　
高た

か

司し

肥
育
牛

《
経
営
品
目
》

長
島
町
平
尾

(60)

た
。

　

そ
し
て
現
在
は
、
従
業
員
を

雇
い
な
が
ら
約
１
，
２
０
０
頭

の
肥
育
牛
を
飼
育
し
て
い
ま

す
。“

お
い
し
さ
”へ
の

こ
だ
わ
り

　
「
牛
の
命
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
良
い
牛
を
育
て
よ
う
と
心

掛
け
て
い
る
。“
中
山
の
育
て

た
牛
は
お
い
し
い
”
と
言
わ
れ

た
い
」
と
話
す
中
山
さ
ん
は
、

牛
の
餌
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
群
を
多
く
含
み
、
消
化
速
度

を
速
め
る
性
質
を
持
つ
と
言
わ

れ
て
い
る
ビ
ー
ル
酵
母
を
混
ぜ

今
後
の
経
営
・
目
標
に

つ
い
て

　
「
自
分
の
育
て
た
牛
を
来
年
の
10
月

に
開
か
れ
る
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

に
出
場
さ
せ
た
い
」
と
目
標
に
つ
い
て

話
す
中
山
さ
ん
。
県
の
代
表
と
な
り
、

全
国
の
舞
台
に
立
て
る
よ
う
、
品
質
向

上
に
闘
志
を
燃
や
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
新
し
い
地
で
、
ブ
ラ
ン
ド

牛
の
銘
柄
確
立
に
向
け
た
大
規
模
経
営

を
始
め
る
つ
も
り
だ
よ
」
と
今
後
の
経

営
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
新

し
い
地
で
は
、
い
ず
れ
３
，
６
０
０
頭

の
肥
育
牛
を
飼
育
す
る
計
画
で
、
来
年

に
は
半
分
の
規
模
の
牛
舎
が
完
成
す
る

そ
う
で
す
。

　
「
良
き
理
解
者
と
共
に
夢
を
見
て
、

共
に
夢
を
追
い
か
け
て
い
る
と
こ
ろ

だ
」
と
、
中
山
さ
ん
は
今
後
に
つ
い
て

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
意
欲
的
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

○
略
歴

　
昭
和
　
26
年
　
生
ま
れ

　
　
　
　
51
年
　
就
農

　
　
　
　
54
年
　
結
婚

　
　
　
　
57
年
　
独
立

　
　
　
　
　
　
　
　
～
現
在
に
至
る

　
今
回
は
、
長
島
町
で
肥
育
牛
経
営
を
さ
れ
て
い
る
中
山
高
司
さ
ん
を

訪
ね
ま
し
た
。

　
肥
育
牛
農
家
は
、
県
内
各
所
（
一
部
県
外
）
で
開
か
れ
る
子
牛
市
場

で
生
後
９
カ
月
前
後
の
子
牛
を
買
っ
て
き
て
、
毎
日
の
餌
や
り
と
健
康

観
察
、
寝
床
の
管
理
を
行
い
な
が
ら
お
お
よ
そ
21
カ
月
の
間
、
安
全
で

品
質
の
高
い
、
お
い
し
い
牛
肉
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
肥
育
牛
部
会
は
、
品
質
向
上
の
為
、
生
産
者
研
修
会
や
枝
肉
共

進
会
を
開
き
な
が
ら
、
地
域
銘
柄
の
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

牛
は
、
い
の
ち
。

自
分
た
ち
は

種し

ゅ

を
繋
ぎ
、

い
の
ち
を
い
た
だ
い
て

仕
事
を
し
て
い
る
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シ
ョ
に
つ
い
て
は
、
販
売
高
20
億
円
を
突
破
し
、

更
な
る
振
興
を
図
る
記
念
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
充
対
策
を
継

続
的
に
行
い
、
国
の
制
度
等
を
活
用
し
た
農
家

所
得
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

生
活
事
業
は
、
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
中
、

介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
、

利
用
者
の
安
心
し
た
生
活
環
境
の
確
保
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
給
油
所
に
お
い
て
は
、

組
合
員
給
油
カ
ー
ド
の
普
及
を
図
り
、
安
価
な

供
給
や
免
税
軽
油
の
支
援
等
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

金
融
事
業
は
、
組
合
員
や
地
域
住
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
地
域
金
融
機
関
と
し
て
、
年
金
友
の

会
の
会
員
拡
大
な
ど
貯
金
増
強
に
努
め
た
結
果
、

二
月
末
の
貯
金
残
高
は
一
千
八
十
億
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
金
融
機
関
と
し
て
厳
し

い
農
業
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、
無
利
子
制
度

や
緊
急
支
援
資
金
を
活
用
し
た
低
利
な
営
農
資

金
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　

共
済
事
業
は
、
新
た
な
医
療
共
済
の
提
供

や
３
Ｑ
訪
問
活
動
を
展
開
し
、
利
用
者
満

足
度
の
向
上
に
努
め
、
長
期
共
済
の
新
契
約

三
百
五
十
三
億
円
を
は
じ
め
、
全
て
の
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
農
家
の
経
営
安
定

対
策
と
し
て
、
総
額
一
億
円
の
利
用
戻
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
結
果
、
当
期
剰
余
金
は
、

五
億
六
千
七
百
九
十
五
万
円
の
実
績
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
が
経

　

開
会
に
あ
た
り
、
内
村
正
男
組
合
長
が
「
三

月
十
一
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、
被
害
を
受
け

ら
れ
た
多
く
の
方
々
に
、
衷
心
よ
り
お
悔
や
み

と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
で
は
、
米
一
合
運
動

や
義
援
金
募
集
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を

展
開
し
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
と
と
も
に
引

き
続
き
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
農
業
経
営
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
昨
年
四
月
に
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口

蹄
疫
や
今
年
一
月
に
Ｊ
Ａ
管
内
で
発
生
し
た
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
、
畜
産
事
業
の
停
滞

や
地
域
の
経
済
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
な
ど

非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

農
業
政
策
に
お
い
て
は
“
戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
事
業
”
の
実
施
や
昨
年
十
月
に
唐
突
に
発
表

さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）

へ
の
参
加
問
題
な
ど
日
本
農
業
に
危
機
的
状
況

を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
、
農
政
の
大
転
換
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
平
成
二
十
二
年
度

は
、
中
期
３
カ
年
計
画
な
ら
び
に
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
農
業
の
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
充
と

経
営
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
の
健
全

経
営
の
確
立
に
向
け
て
、
役
職
員
の
総
力
を
結

集
し
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

畜
産
事
業
は
、
生
産
牛
部
門
に
お
い
て
、
子

牛
セ
リ
市
の
延
期
な
ど
影
響
は
あ
り
ま
し
た

が
、
生
産
基
盤
維
持
対
策
の
継
続
実
施
等
に
よ

り
、
子
牛
取
り
扱
い
頭
数
の
維
持
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
肥
育
牛
部
門
に
お
い
て
は
、
各
種

枝
肉
共
進
会
等
の
延
期
や
中
止
に
加
え
、
上
位

等
級
の
枝
肉
価
格
が
低
迷
す
る
な
ど
非
常
に
厳

し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
畜
産
農
家

の
経
営
安
定
に
努
め
、
安
心
・
安
全
な
畜
産
物

の
生
産
と
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

園
芸
農
産
事
業
は
、
専
門
的
指
導
体
制
を
強

化
し
、
増
収
な
ら
び
に
品
質
向
上
対
策
と
農
産

物
の
安
心
・
安
全
な
生
産
・
販
売
体
制
の
確
立

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
、
赤
土
バ
レ
イ

特集事業所別座談会での
意見・要望などに関する回答[抜粋]

◆意見・要望　
　TPP（環太平洋経済連携協定）
参加問題への取り組みについて

●回　答
　昨年 10月、菅首相が唐突に発
表された TPP への参加について
は、日本農業に危機的状況をもた
らし、輸入農畜産物の増加が「食の安心・安全」を脅かすと同時に、
農業以外の分野においても海外からの参入が増加することは、地域
経済の崩壊をもたらす可能性がある協定です。政府は、６月の判断
は先送りしたものの、依然として自由貿易を推進する方針です。
　ＪＡでは、ＪＡグループおよび農政連と一体となって組合員や各
種団体にお願いし、全国 1,000 万人反対署名活動を行いました。
　今後も断固反対の姿勢で運動を展開しますので、組合員・地域住
民のご理解・ご協力をお願いします。

◆意見・要望
　正組合員の加入促進運動の取り組みについて

●回　答
　正組合員数は、合併当初 12,505 人でしたが、平成 22年度末現
在では 8,101 人と、合併後 19年間で 4,404 人減少しています。
　また、現在の正組合員の年齢構成は70歳以上の方が約５割となっ
ており、高齢化が進んでいます。正組合員の減少は、ＪＡの組織基

盤をゆるがしかねない重要課題で
あり、ＪＡグループ共通の課題と
して取り組んでいきます。また、
加入促進については、未加入農業
者・農業後継者・女性農業者など
一戸複数組合員の加入を呼びかけ
ていきます。

◆意見・要望
　県下４ＪＡ合併構想について

●回　答
　今回の合併構想は、県下ＪＡの組織・事業基盤の推移を基に将来
の危機を克服し、ＪＡの役割・機能を発揮するために事業基盤の再
構築が必要との視点から県連段階で議論され公表されたものです。
具体的には、地理的条件・営農形態・経営規模を目安に、県下を４
ブロックに分割しています。
　当ＪＡは「ＪＡ北さつま・ＪＡあいら」との合併が計画されてい
ますが、東は霧島市から西は長島町までと、郡域をはるかに越える
合併となります。
　構想実現の期限が平成
28 年３月に設定されてい
ますが、十分な議論と組合
員の合意形成が必要となり
ますので、組合員の皆さま
の意見を伺いながら、慎重
に検討します。

第 19回ＪＡ鹿児島いずみ通常総代会

地域農業振興と組合員・地域住民が
安心して利用できるＪＡを目指して

　
当
Ｊ
Ａ
は
五
月
二
十
四
日
、
出
水
市
文
化
会
館
で
第
十
九
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、
総

代
や
来
賓
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
五
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
報
告
や
二
十
三
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
五
項
目
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

資料を確認する総代の皆さん

約500人が出席した通常総代会

永
年
勤
続
小
組
合
長
の
表
彰

済
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
不
安
定
な
状

況
で
す
が
、
組
合
員
・
利
用
者
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
農

家
経
営
の
安
定
対
策
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も

に
、
安
心
・
安
全
な
農
畜
産
物
の
生
産
・
販
売

体
制
の
確
立
を
図
り
、
農
家
所
得
の
向
上
に
努

め
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
合
わ
せ
て
総
代
会

前
に
行
わ
れ
た
事
業
所
別
座
談
会
で
出
さ
れ
た

意
見
・
要
望
等
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
の
考
え
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
表
彰
で
は
永
年
勤
続
小
組
合
長
・

部
会
長
・
優
席
農
家
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
は
三
年
に
一
度
の
役
員
改
選

の
年
で
、
理
事
十
八
人
・
監
事
五
人
の
新
役
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
（
新
役
員
は
、
５
ペ
ー
ジ

で
紹
介
）。

総代らによる役員改選の投票

長島事業所座談会

出水事業所座談会
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　日本人の死亡原因のトップはがんで、もう30年も続いて
います。今では２人に１人ががんになり、３人に１人ががん
で亡くなっています。
　医学の進歩をもっても防げないのはなぜなのでしょう。
日本人の高齢化、脂肪の取り過ぎ、偏食、喫煙などいろいろ
な原因が指摘されていますが、中でも大きな背景は日本の
ストレス社会。
　激しい競争社会にもまれてくたくたに疲れた揚げ句、「免
疫力」が低下しているのです。病気から健康を守るために、
私たちの体に備わっている自己防衛のシステムが免疫力で
すが、ストレスで弱くなっていると指摘されています。
　ストレスにまみれて働き続けると自律神経がおかしくな
り、交感神経の働きで、心臓の拍動が高まり、血管も収縮さ
せてしまいます。自律神経には緊張したときに働く交感神
経の他に、副交感神経があり、両者がバランス良く働くこと
によって健康が保たれています。
　副交感神経はほっとしたり、笑ったり、楽しい食事の時間
を過ごしているときなどに働きます。心臓はゆったりして、

　梅干しは、梅の果実を塩漬けにした後に日干しにし、
シソの葉と一緒に漬け込んだもので、平安時代に中国か
ら製法が伝来しました。日本の代表的な漬物の一種であ
り、ご飯のお供、おにぎりの具などとして用いられます。
本来、梅干しは梅酢を作った後の副産物で、利用法とし
ては黒焼きにして腹痛の治癒・虫下し・解熱・腸内の消
毒の効用を目的に食用よりも、むしろ漢方薬として用い
られていました。
　色々な効用を持ち、現在では健康的な食品として知ら
れています。よく知られているのは殺菌作用で、弁当な
どに入れることで食中毒を防ぐ効果が期待できます。ま
た、その強い酸味の元はレモンなどの柑橘類に含まれる
クエン酸で、疲労の回復や消化を助ける唾液量の増加な
どの効果もあります。
　市販されている梅干しには、様々な味付けがされたも
のがあり、カツオ梅・はちみつ梅などがあります。これ
らは「調味梅干し」と呼ばれ、「梅干し」とは区別され
ています。調味梅干しは、梅干しと比べると保存期間は

血行も良くなっているはず。副交感神経が優位になると、白
血球の働きも活発になり、免疫力も強くなってがんになる
確率も低くなるわけです。
　そこで、お薦めしたいのがとろろ昆布のお吸い物。
　作り方は極めて簡単。とろろ昆布をひとつまみおわんに
取り、たっぷりのかつお節とネギを散らし、ほんの少々生み
そを載せて熱湯を注ぐだけ。即席汁ですが、みそと昆布、か
つお節の味がおわんの中いっぱいに広がり、とってもうま
いのです。
　とろろ昆布はリラックス効果の高いカルシウムとビタミ

短いですが、塩分が少なく旨み成分が多いのが特徴です。
　梅干しを作る際の選び方のポイントとして、梅干し用
の梅が店頭に並ぶのは６月始め頃からの僅かな期間で、
傷や斑点がなく、ほんのりと黄ばむ程度に熟し、粒が揃っ
ているものを選びましょう。

ンB１の宝庫。さ
らにかつお節と
生みそには、幸
せホルモンと呼
ばれる脳内の
セロトニンの原
料となる必須ア
ミノ酸のトリプ
トファンが含ま
れていますから、
いつもニコニコ
する上では理想
的です。

免疫力を強くするとろろ昆布

梅干し

食文化史研究家
永 山久夫

みんなで
仲良く
100歳食

れんこんとごぼうは皮を除き、５㍉くらいの粗みじ
ん切りにし、ごぼうは下茹でする。ねぎは、薄い輪
切りにする。
①のれんこん・ごぼう・ねぎに片栗粉をまぶす。
鶏ひき肉とＡをねばりが出るまでよく混ぜ、②を入
れてさらに混ぜ合わせ、12 等分する。
春雨を３㌢長さに切り、③にまぶす。低めの油でか
らっと揚げ、油をきって器に盛る。

❶

❷
❸

❹

炊き上がったご飯、茶碗4杯分（640㌘）にしらす干
しと焼きのりをもんで、混ぜる。
梅干しは、種を取り除き細かく刻んで①のご飯と混
ぜ合わせる。
②のご飯の上に錦糸卵を飾り、山芋をすりおろして
上にかけ、小口切りにしたねぎを飾る。しょうゆをか
けていただく。

❶

❷

❸

作り方

材　料 （4人分） 材　料 （4人分）

・ご飯 640㌘（茶碗４杯分）
・しらす干し ………大さじ４
・焼きのり ………………１枚
・ねぎ ……………………少々

・山芋 …………………200㌘
・梅干し …………………２個
・しょうゆ …………小さじ２
・錦糸卵 …………………少々

・れんこん …………………120㌘
・ごぼう …………………… 40㌘
・ねぎ ……………………… 40㌘
・片栗粉 …………………大さじ２
・鶏ひき肉 …………………240㌘

Ａ
・酒 ……………… 大さじ1/2
・こしょう ………………少々
・塩 ……………… 小さじ1/5
・卵（Ｓ） ……………… 1/2個
・スキムミルク ……… 40㌘

・春雨 ……………………… 40㌘
・揚げ油 ………………………適量

れんこんと鶏ひき肉の菊花揚げ
メイン

梅とろろご飯

　夏の暑さで食欲がないときも、梅干しの酸味と
とろろでさらりと食べられるご飯です。ほかにも、
炒りゴマや千切りにした大葉をご飯に混ぜてもお
いしいですよ。

　春雨をつけて揚げれば、衣をつける手間が省けて
簡単です。お弁当のおかずにもなる一品ですよ。

ＪＡ鹿児島いずみ女性部 　大川内支部の皆さん

ひとこと

ひとこと

わたしたちがつくりました！

もう

一品

小さな実の中にたくさんの効用

今月の
食材

作り方
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あ
り
が
と
う
！

私
の
お
父
さ
ん

出
水
市
立
米
ノ
津
東
小
学
校
　
五
年
生

花
山 

夏
帆 

さ
ん

作
文

和
幸 

さ
ん

★
お
父
さ
ん

　生後２カ月で我が家にきたＱちゃん！
　名前の通り我が家にとって９人目の家族として仲間入
り。女の子ですが、性格はやんちゃです。短いあんよが
チャームポイントです。
　ただいま、恋人募集中！

◆お仕事は？
　保育士として働いて４年目です。同じ年代の方が多く
働いているので楽しい職場です。子どもたちは、すごく
元気で、いつも自分がパワーをもらっています。

◆休日の過ごし方は？
　友だちと買い物や食事に出掛けたり、洋画が好きなので
ＤＶＤを借りてゆっくり見たりしています。

◆これから挑戦してみたいことは？
　温泉と旅行が好きなので、行ったことのない温泉などに
行きたいです。

大
だい

六
ろく

野
の

 祐美さん （24歳）

ほ
ほ
え
み
さ
ん

　みんなのページでは、投稿コーナーの①うち
のアイドル②もじょかペットへの写真を募集し
ています。下記の応募要領でぜひご応募くださ
い。（原則として写真は返却します）
●応募要領
　プリントした写真、またはデジタルカメラで
撮影した画像データをお送りください。採用さ
れた方には粗品を進呈いたします。
①�うちのアイドル…お子様の写真かデジカメ画

像に、お子様の氏名・年齢と 80 字以内のコ
メント、保護者の氏名・住所を記載してくだ
さい。
②�もじょかペット…ペットの写真かデジカメ画

像に、ペットの名前や年齢等と 50 字以内の
コメント、飼い主の氏名・住所を記載してく
ださい。

●応募先住所
　〒 899-0405
　出水市高尾野町下水流 890
　ＪＡ鹿児島いずみ企画広報課宛
　Ｅメール　izm-kikaku02@ks-ja.or.jp

みんなのページへの

投稿大募集!!

思 写真館出

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
★
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
★
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
★
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

後列中央が小原さん

小原　親治さん（79歳）
大川内事業所管内

 №
14

いつの写真ですか？
　この写真は、昭和45年、わた
しが38歳のとき大川内農協に
勤めていたころ、職員旅行で大
阪万博を見に行ったときの写真
です。
　大阪万博は“世界の国からこ
んにちは”というテーマで世界
各国のパビリオン（万博展示用
の建物）にそれぞれの展示品を
揃えてその国の特性を生かした
博覧会でした。

その頃の思い出を 
教えてください。

　たくさんの展示物の中で、印

象に残ったのはやはり岡本太郎
の「太陽の塔」でした。入り口
の近くにあったからかも知れま
せんが、とても印象的でした。
　また、旅行に行ったのは、男
４人、女２人の計６人のグルー
プでしたが、大阪万博に来た人
のあまりの多さにグループの１
人とはぐれてしまいました。そ
の頃は、携帯電話はもちろん、
場内アナウンスもなかったので
大勢の観客の中から、グループ
の１人を見つけるのはとても大
変でした。見つけるのに時間が
かかり過ぎてしまい、旅行の日
程が一日遅れたことを思い出し
ます。

　いつも元気な “ にこ ”。いつも泣き虫な “ まこ ”。
　うちのうどん屋のかわいい、かわいい看板娘です。運
が良ければ、お店で会えますよ☆

野畑　にこちゃん（２歳８カ月）
　　　まこちゃん（１歳）

【両親は出水市浦田町の野畑公夫さん、梨嘉さん】

もじょか
ペット

なまえ

向江Ｑ（キュー）

　脇本小学校の生徒を中心に１年
生から５年生まで計 11 人で月・
水・土曜日の週３回、リフティン
グやドリブルなど基本を中心に脇
本小学校グラウンドで練習してい

　ワールドカップを目指
してガンバレ！！
※ 脇本サッカースポーツ

少年団では、団員の募
集をしています。

　 興味のある方は、ぜひ
練習場に遊びに来てく
ださい。

Q1.�どんなチームですか？

脇本サッカースポーツ少年団

Q2.�指導者から
チームに一言

ます。チームで心掛け
ていることは、サッ
カーを通して心身の鍛
錬を行うことです。

ぼくら夢中っ子ぼくら夢中っ子

飼い主： 出水郡長島町城川内の
向江喜幸さん
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※�上記収益性は目標値であり、当ＪＡ管内の平均値を簡略化してあります。
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柑橘類の夏場の管理水稲の管理

北薩地域振興局
農政普及課出水市駐在

園芸農産事業部
園芸農産指導課

園芸農産事業部
園芸農産指導課 川 畑 　 強枦 　 善 幸

抑制インゲンの栽培

仕上げ摘果
　今年の開花日については、３～４月の気温が低かった
ため、平年からすると 10日～２週間程度遅れています。
　着果数がかなり少ない園も見られるようですが、着果
の多い園では早めに摘果を実施してください。
　極早生温州は、なるべく群状着果させ、品質向上に努
めます。また、中晩柑は大玉生産と減酸対策のためにも、
7月中に摘果をします。特に不知火は、７月中旬までに
行うことで、夏芽が発生し、翌年の結果母枝確保にもつ
ながります。
極早生温州の品質向上対策
　果実の糖度を上げるため、梅雨明け前の７月上旬から
透湿性シートを被覆してください。被覆後の水管理のポ
イントはハウス、露地にかかわらず、夕方葉がやや巻い
ている状態で管理することが、高品質果実生産につなが
ります。ただし、朝も葉が巻いたままであるとか果実肥
大が鈍ってきた場合は、ただちに少量かん水や夕方の葉
水などを行ってください。
　７月下旬～８月上旬に横径 40㍉以下の果実は２Ｓに
なってしまいますので、早めに摘果します。
　一方、着果が少ない園や樹勢が弱い園については、マ
ルチするかしないかの判断について、JA 果実課や地域
振興局農政普及課に相談してください。
中晩柑類の土壌水分管理
　梅雨明け後の高温乾燥期は、土壌の水分含量に注意
し、土壌が乾燥状態にならないよう、こまめにかん水し
ましょう。果実肥大が盛んな時期ほど、適正なかん水が
大玉果生産や減酸等に影響します。
　特に不知火では、梅雨明け以降の乾燥を防ぐことが酸
の高い果実を作らないポイントですので、敷きわら、敷
き草を行い、乾燥防止に努めましょう。
病害虫防除
時期 対象病害虫 薬剤及び濃度

７月
上旬

アザミウマ類
サビダニ、黒点病

スピノーエースフロアブル5,000倍加用
ジマンダイセン水和剤600倍

７月
下旬

ミカンハダニ
アザミウマ類

スターマイトフロアブル2,000倍加用
モスピランSL液剤4,000倍

８月
上旬

(盆前)

チャノキイロアザミウマ
アカマルカイガラムシ
黒点病

スプラサイド乳剤40 1,500倍加用
ジマンダイセン水和剤600倍

抑制カボチャの栽培

早期水稲の管理
　早期水稲は、出穂期が梅雨期と重なるため、いもち病
が発生しやすくなります。発生が確認されたら、治療剤
で防除を行いましょう。斑点米を発生させるカメムシは
移動範囲が広く、主に夜間に活動し加害します。防除
は、穂揃期とその後７～ 10日目の２回散布が基本とな
ります。昨年の早期米検査結果では、等級格下げ要因の
76％がカメムシの加害による斑点米です。品質の良い
米づくりの為、適期防除を行いましょう。
普通期水稲の管理
　７月の水管理は、秋の収量と倒伏を左右する最も重要
な管理となります。中干しまでの分けつ確保期間は浅水
管理に努めましょう。
　１株当たりの目標茎数 23本程度になったら、中干し
開始の適期となります。中干しの効果として、無効分け
つの抑制や根腐れ防止などがあります。夏場は葉の生育
が旺盛なので、その成長についていける頑丈な根が必要
です。また、収穫時の土壌や落水時期にも関係します。
早期落水したほ場では、稲体の水分不足により粒が充実
していない米（ヤセ米）が多くなるので、７月の時期に
中干しを充分に行い、収穫間際まで水を与えられるほ場
にしましょう。
　中干しの日数は５～ 10 日程度とし、乾田では短く、
湿田では長く行うようにします。
　中干し後は、穂ばらみ期まで間断かん水を行ってくだ
さい。
病害虫防除
　病害虫の発生は、田植え期の箱施薬剤によって抑えら
れていますが、田植えの早い地域では箱施薬剤の効果が
切れる時期になります。本年から採用した、新規箱施薬
剤のツインターボフェルテラ箱粒剤は、コブノメイガに
長期間効果が期待できますが、ウンカ類（秋ウンカ）へ
の効果はコブノメイガほど長くありませんので、今後の
ウンカ類の防除が最も重要となります。また、紋枯病へ
の効果もありませんので、発生が多い場合はリンバー粒
剤などを散布します。
お知らせ
　７月～８月は、各地区において現地講習会を開催して
おりますので、最寄の開催場所で講習を受けて、おいし
い米づくりに努めましょう。

園芸農産事業部
園芸農産指導課 磯 﨑 　 靖

（出水地区柑橘類管理作業暦より）

作　型
作　型 8 月 9 月 10 月 11月 12 月

露地・ハウス

　インゲンは、収益性が高く販売価格も安定しているの
で小面積から栽培ができます。また、栽培管理も比較的
簡単で、初めて栽培をされる方についても取り組みやす
い品目です。
　当管内については、『すじなしインゲン』と『ジャン
ボインゲン』が栽培されています。
作　式
発芽適温：23～ 25℃　　生育適温：15～ 25℃
は種時期：8月下旬～ 9月中旬
収穫までの日数：は種日より約 60日程度
栽培のポイント
①�畑地や湿害の受けにくい場所、または突風を回避でき
る場所を選びます（排水対策、防風ネット設置）。
②�は種時の気温が高いため、発芽不良が発生しやすくな
ります。ミラーマルチや白黒ダブルマルチを活用し、
地温の上昇を抑制しましょう。合わせて、セル苗育苗
により生育を揃えることもポイントです。
③�高温・乾燥対策として植え穴への覆土やハウスについ
ては、カンレイシャ等の遮光が効果的です。
畑の準備
　酸性に弱いので、苦土石灰と堆肥を施し深耕しましょ
う。種まきの約１カ月前までに全面散布しましょう（最
適 pH6.0 ～ 6.5）。

肥　料　名 すじなしインゲン
施肥量/10a

ジャンボインゲン
施肥量/10a

いずみ有機 2,000㌕ 2,000㌕
苦土石灰（粒）10％ 100㌕ 100㌕
CDUS555
またはBB555 80㌕ 120㌕

収益性の目安（10㌃当たり）
品　目 すじなしインゲン（露地） ジャンボインゲン（ハウス）

出 荷 量（ 目 標 収 量 ） 900㌕ 1,600㌕
平 均 単 価 650 円 550 円
販 売 金 額 585,000 円 880,000 円
概算生産費（流通経費含む） 276,500 円 451,800 円
粗 収 益 308,500 円 428,200 円

●は種　■収穫

元肥（畦立て）
は、種まきの
１週間前まで
に行ないま
しょう。

栽培暦

ほ場の準備
　風当たりが少なく、排水の良いほ場を選びます。
品　種
　くりゆたか
作　式
　畦幅 350㌢　株間 30～ 35㌢
　１本仕立　900 ～ 800 本 /10㌃
は　種
　直播き（補植苗を準備）またはセルトレー苗（128 穴）
を利用し、１穴１粒播きとし子葉が逆ハの字に展開した
ら定植します。
施　肥（10㌃当たり）
　いずみ有機２号堆肥：3,000㌕　カボチャ配合：80㌕
　苦土重焼燐：20㌕　苦土石灰：100㌕
管理作業
①�かん水　定植時は事前にかん水を行います。その後は
乾燥状態を見ながら５～７日おきに行います。果実は
交配後 20日で、80％肥大するので、交配から５～７
日おきに３回程度かん水（５㌧ /10㌃程度）します。
②�交配・着果　交配は 15節以降に着果させます。着果
節位の葉幅は 35㌢以上必要ですから、葉が小さいと
きは着果節位を上げます。
③�整枝・摘芯　基本的には、主枝１本で側枝は早めに除
去しますが、台風の被害を考えて若干残します。摘芯
は着果後、10～ 15葉程度残して行います。
④�追肥　１回目は着果後５日前後、２回目は20日前後に
あさひエースまたは追肥一番を20㌕ /10㌃施します。
⑤�台風対策　防風ネット・タフベル等を準備しておき、
台風接近時には茎葉が動かないように被覆し、台風通
過後は葉面散布剤と殺菌剤を散布します。
⑥�病害虫防除　予防に努め、特にアブラムシ類の防除対
策をします。

枦 　 俊 次

時　
期

７月 ８月 ９月 11 月 12 月
中
旬

下
旬

中
旬

上
旬

中
旬

上
旬

中
旬

主
な
作
業

ほ
場
準
備

施

肥

は

種

定

植

整

枝

誘

引
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配
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穫

出

荷
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JAインフォメーション

　年金に係わる無料相談を、相談日の午前と午後、
２カ所に分けて開きます。お気軽にご相談ください。
開催日　平成™£年¶月™º日㈬
午　前　¡º時～11時30分まで
　　　　阿久根事業所� ☎¶™–¡¡¡¡

午　後　⁄時30分～‹時まで
　　　　三笠事業所� ☎¶∞–™¡¡¡

相談員　森代武志社会保険労務士

０１２０－８００－５４７
平成23年７月23日㈯▶10：00～ 15：00

毎月第４ 無料年金電話相談実施中！
土曜日
フリーダイヤルZ

ＪＡバンク

（５月末現在）

正組合員数

准組合員数

合　　計

出 資 総 額

………………	 •,º£§人

………………	 •,•ª™人

……………	 ¡§,ª™•人

………	29億6,265万2千円

　各事業所では、日程にあわせて人間ドック受診
者の募集を行なっています。お申込み等詳細につ
いては、最寄りのＪＡまたは本所生活燃料課（℡
64−2625）へお問合わせください。

〈JA厚生連より❖人間ドック受診案内〉

受診日 事業所名 コース 募集人員
７ / ２９ 東 一 般 ５人

７ / ２９ 東 女 性 ５人

７ / ２９ 長 島 一 般 １０人

７ / ２９ 長 島 女 性 ５人

８ / ３ 阿 久 根 一 般 １０人

８ / ３ 阿 久 根 女 性 １０人

８ / ５ 三 笠 女 性 １０人

８ / １８ 出 水 一 般 ５人

1）組合長の選任
2）常務理事の選任
3）信用専任常務理事の選任
4）代表理事の選任

1）職務代行順位の決定
2）専門委員会委員の決定
3）子会社等役員候補者の推薦
4）農協推薦農業委員の選出
5）特定理事の選任
6）平成２３年度役員報酬

1）独立監査人の監査報告書

1）ＪＡバンク基本方針に基づく経営状況報告

1）代表監事の互選
2）常勤監事の互選
3）監事順位の互選

1）特定監事の決定
2）関連会社監査役候補者の推薦
3）平成 22年度末決算監事監査回答書
4）平成 23年度第１回随時監査要領
5）平成 23年度監事報酬の配分

第４回理事会（平成 23年５月 24日）

第５回理事会（平成 23年６月３日）

第３回監事会（平成 23年４月 26日）

第４回監事会（平成 23年５月 20日）

第５回監事会（平成 23年５月 24日）

第６回監事会（平成 23年５月 31日）

※ 廃プラスチック運搬の際は、産業廃棄物運搬中ステッ
カーを車輌に貼り付けて運搬してください。

※ 口座引き落としを希望される方は、口座番号の確認をお
願いします。

※ 廃プラスチック持ち込みの際、梱包方法を守ってお出し
ください（バラバラにならないようにする）。

鹿児島いずみ農業協同組合園芸農産事業部
TEL：64‐2632（資材課）・64‐2630（指導課）
出水市役所農林水産課　TEL：63‐4056
阿久根市役所農政課　TEL：73‐1211

　出水地域農業用廃プラスチック類適正処理推進協
議会は、本年度第１回目の廃プラスチック類の回収
を次のとおり実施いたしますのでお知らせします。

《注意事項》

《お問い合わせ先》

※回収種類は、廃プラ類全般です。
１．平成 23年 7月回収計画

市町名 回収日 回収場所 回収時間

出 水 市
7/27
㈬

ＪＡ出水製茶工場
8:00
～
10:00

ＪＡ本所資材センター

阿久根市
阿久根市民会館
ＪＡ三笠肥育牛積込場（瀬之浦下）

●商品概要（対象：個人に限定）

◎詳細については、最寄りのＪＡ貯金窓口へおたずねください。

期間：平成™£年fl月⁄日㈬～‡月™ª日㈮まで

50名様
250名様

Ａコープ商品券3,000円相当
Ａコープ商品券1,000円相当

旅行クーポン券旅行クーポン券

50,000円分50,000円分

ちょきんぐ

キャンペーン景品

キャンペーン期間中、『貯王』・『積王』・『夢・希望（みらい）応援積立』を
ご成約の先着2,480名の方に「ちょきんぎょグラス」をプレゼント！
また、ご成約の方の中から、後日下記の景品が当たる抽選を行います。

スーパー定期（自動継続）
１年もの
１０万円以上
店頭表示金利×３倍
（初回満期まで）

10名様に
プレゼント

懸賞付定期貯金

懸賞付定期積金

定期貯金：

預 入 額：
適用金利：

給付契約額：30万円以上
預 入 期 間：１年以上５年以下
適 用 金 利：店頭表示金利

毎月掛金額：５，０００円以上
預 入 期 間：２年以上５年以下
適 用 利 率：店頭表示金利＋0.1％
※子供手当の振込をＪＡ口座に指定いただいている方
　および「子育て支援パスポート」を提出された方
※抽選対象は給付契約額３０万円以上

貯 王

つみきんぐ懸賞付定期積金 積 王

夢・希望（みらい）応援積立

新規就農者支援研修の研修生募集について

募 集 内 容
研 修 事 業
目 的

将来農業で自立を目指す方を育成するため、一定
期間研修生として受け入れ、農業の担い手を育成。

研 修 条 件
農業経営に対する固い意志と意欲のある、新規就
農者として研修終了後も引き続き JA鹿児島いず
み管内で就農できる方。

年 齢 ５０歳未満
研 修 期 間
及 び
研修場所等

１年以内（平成 23年９月～ 24 年８月）（予定）
アグリセンター内及び生産農家（ハウス）

研 修 作 物 ミニトマト、キヌサヤ、インゲン、ゴーヤー等のハウス品
目、露地野菜品目を組み合わせた研修及び育苗研修

募 集 人 員 ３名程度
募 集 期 間 平成 23年７月１日から８月５日まで
申込書記入
（設置場所）

・ＪＡ鹿児島いずみ　園芸農産指導課（本所）
・各事業所　農畜産課（購買窓口）

研 修
助 成 金

１名あたり最高額で月額 15万円助成
ただし、研修終了後農業経営が開始されない場合
は研修助成金を返還していただきます。

研 修 生 の
決 定 方 法

研修の動機及び就農計画等提出して頂き、面接の
上決定します。

１　募集要領
　以下の要領で募集します。

２　詳細のお問い合わせ先
　ＪＡ鹿児島いずみ　園芸農産事業部　園芸農産指導課
　TEL ６４－２６３０

稲ワラ基準価格（10㌃当たり）
・掛け干し……9,000円（昨年と同額）
・コンバイン…4,500円（昨年と同額）

稲ワラと堆肥を交換する場合の堆肥量
・堆肥交換量（10㌃当たり）…２㌧車１台

規格及び条件

十分に乾燥させ、
長期保存に耐えられるもの。

稲ワラは、運搬可能な場所に
集積してあること。

雨天の場合、稲作農家において
稲ワラが濡れないようにビニール等
をかけること。

稲ワラの規格および条件に適合しな
い場合は、両者で協議すること。

平成２3年産
稲ワラ基準価格決定！

年金無料相談

わたしたちのＪＡ 役員会だより

人間ドック受診案内

農業用廃プラスチック類
回収のお知らせ
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ラ
に
収
め
よ
う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
上

手
に
撮
影
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。

　

来
月
の
“
一
枚
”
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
出
水
市
高
尾
野
町　

松
下
富
佐
子
さ
ん
）


四
季
の
香
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
松
下

さ
ん
の
よ
う
に“
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
”

と
い
う
声
が
、
わ
た
し
た
ち
の
励
み
に
な

り
頑
張
れ
ま
す
！


ほ
ほ
え
み
を
い
つ
も
音
読
し
て
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
上
手
に
な
っ
て

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
阿
久
根
市
脇
本　

宮
原
道
代
さ
ん
）　


目
だ
け
で
読
む
黙
読
よ
り
も
、
声
に
出

し
て
読
ん
だ
ほ
う
が
頭
に
入
り
や
す
い
で

す
よ
ね
。
わ
た
し
は
、
い
つ
も
ブ
ツ
ブ
ツ

と
独
り
言
の
よ
う
に
音
読
し
て
い
る
の
で
、

宮
原
さ
ん
み
た
い
に
上
手
に
読
め
る
よ
う

今
月
号
か
ら
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


５
月
号
の
農
作
業
メ
モ
を
読
み
ま
し

た
。
日
頃
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
お
店
で

野
菜
を
買
っ
て
い
ま
す
が
、
作
る
人
は
細

心
の
気
配
り
と
管
理
が
必
要
な
の
で
す
ね
。

無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
き
ち
ん
と
食
べ
る

こ
と
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
出
水
市
麓
町　

前
田
ト
シ
子
さ
ん
）


生
産
者
の
方
々
は
、
安
心
・
安
全
で

お
い
し
い
食
材
の
た
め
に
毎
日
努
力
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
前
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
消
費
者
は
、
常
に

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
無
駄
な
く
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。


四
季
の
香
り
の
“
一
枚
”
を
い
つ
も

楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。
我
が
家
の
庭
に

も
白
や
桃
色
、
紫
と
色
と
り
ど
り
の
シ
バ

ザ
ク
ラ
が
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。
カ
メ


今
年
は
、
20
日
も
早
く
梅
雨
入
り
し

ま
し
た
…
。
五
月
晴
れ
に
な
る
の
は
、
い

つ
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
５
月
号
の
ほ
ほ
え
み
き
っ
ち
ん

の
そ
う
め
ん
サ
ラ
ダ
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
ポ
タ

ー
ジ
ュ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
と
て
も
、

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

（
出
水
市
下
鯖
町　

溝
下
多
鶴
美
さ
ん
）


か
ら
り
と
、
青
く
澄
ん
だ
五
月
晴
れ

を
見
る
と
心
ま
で
晴
れ
や
か
に
な
り
ま
す

よ
ね
。
そ
う
め
ん
サ
ラ
ダ
と
か
ぼ
ち
ゃ
の

ポ
タ
ー
ジ
ュ
は
、
わ
た
し
も
試
食
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
と
っ
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
！

長島町汐見
松村 絹江さん

長島町蔵之元
小林 クミ子さん

出水市向江町
山内 陸翔さん

出水市高尾野町
松尾 美希さん

頭 の 体 操 ★ ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

読者コーナー
おしゃべり		

ＷａｉＷａｉ

読者の皆さまから
寄せられたご意見、
メッセージ・イラスト
などをご紹介します。

クイズ・おたより・投稿等の応募方法と送り先

○
○
○
○
○

A

B

C

D

E

G

答郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

本
紙
へ
の
感
想
や
要
望
、Ｊ
Ａ
に
対
す
る

意
見
な
ど
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

記入例（クイズ）

出
水
市
高
尾
野
町

　
　

 

下
水
流
°·‚
番
地

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み

　

企
画
広
報
課　

宛

8 9 9 0 4 0 5

送り先

〈しめきり〉

〈当選発表〉

〈クイズ賞品〉

平成23年７月31日消印有効

平成23年９月号

正解者の中から抽選で 10名様に
Ａコープ商品券をプレゼントします。

　下のハガキの記入例を参考にどしどしご応募くだ
さい。また、Eメールでも受け付けています。

Eメール：izm-kikaku02@ks-ja.or.jp

†§¢-™§™¢

広報紙

「ほほえみ」へ

対するご意見・

ご要望・情報など

お寄せください。

（企画広報課）

「サ
Ａ

ツ
Ｂ

キ
Ｃ

バ
Ｄ

レ
Ｅ

」

B

C

A

Ｄ

E

6

2

12

7

9

3

4

8

5

13

14

15

16

17

18

19

20

21

10

11

1

５月号
の解答

二重マスの文字をＡ〜Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？ 出題●ニコリQ
タテのカギ ヨコのカギ

　「暑い！」と感じる季節が近づいてきました。夏
になるとかき氷を食べる機会が増えますが、勢いよ
く食べると、必ず「キーン」という痛みが頭の中を
駆け巡ります。
　良く言えば夏の醍醐味のように思えますが、あの
如何ともし難い痛みはできれば避けたいものです。
うちの子どもは、全く平気なようでガツガツ食べて
いました。何かコツでもあるのかな？（聡）

★
瀬
戸
山
栄
蔵
さ　

　

ん　
　

出
水
市
知
識
町

★
中
脇　

健
太
さ　

　

ん　
　

出
水
市
下
知
識
町

★
浦
崎
み
ち
子
さ　

　

ん　
　

出
水
市
下
大
川
内

★
益
田　

柚
希
さ　

　

ん　
　

出
水
市
高
尾
野
町

★
姥
ヶ
﨑
み
や
子
さ　

　

ん　

出
水
市
高
尾
野
町
江
内

★
東　
　

夕
子
さ　

　

ん　
　

出
水
市
野
田
町

★
猿
楽　

秀
人
さ　

　

ん　
　

阿
久
根
市
塩
鶴
町

★
川
上　

智
子
さ　

　

ん　
　

阿
久
根
市
脇
本

★
辻
田
さ
だ
子
さ　

　

ん　
　

長
島
町
鷹
巣

★
竹
之
内
勝
廣
さ　

　

ん　
　

長
島
町
指
江

☆
応
募
数
…
百
五
十
四
通

答
え
は「
サ
ツ
キ
バ
レ
」で
し
た
。

「
５
月
号
ク
イ
ズ
当
選
者
」

　
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あとがき

扌 扌

出水市大野原町
菊地 ゆうとさん

フォトコーナーほっとひと息

管内のちょっとしたお話しを紹介します。

　阿久根市赤瀬川の
堀切さゆりさんか
ら、かわいいお子さ
んの写真を送ってい
ただきました。仲の
良い２人兄弟で、５
月の初旬に鯉のぼり
を捕まえながら楽し
く遊んだそうです。

★鯉のぼり、捕まえた！

★ 野バラの台木に
　美しいバラの花が

　５月中旬から下旬にかけて、
三笠事業所の窓口にバラが飾ら
れました。これは、同事業所管
内の組合員、石原明善さんが野
バラの台木にバラを節木したと
ころ、美しいピンクのバラの花
が咲き窓口に飾ってほしいと
持って来られたものです。
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鹿児島いずみ農業協同組合
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　梅雨の合間に青空が広がったある日。出水事業所管内では、カ
ボチャの収穫を夫婦で行う姿があちらこちらで見られました。
　カボチャは、大きく分けて次の３種類があります。一番最初に
日本に伝来してきた「日本カボチャ」その後広まった「西洋カボチ
ャ」、そして細長いものや小型のものが多い「ペポカボチャ」です。
　現在日本で広く栽培されているのは、西洋カボチャで、果肉は
粉質で食感はホクホクとして甘みが強く栗カボチャとも呼ばれ
ています。ＪＡ管内では、「くりゆたか」、「えびす」、「味皇」な
どの品種が栽培されています。

収穫を迎えたカボチャ畑

7 月今 月 の 表 紙

参加者
募集!!

　ＪＡ鹿児島いずみでは、小学生（４年生以上）を対象に、食
べ物を育て収穫する喜び、食べ物を大切にする心を持って
もらおうと、農業体験のスクールを開校します。
実施期間
対 象 者

募集人数
参 加 料
応募締切
そ の 他

お申込み

平成23年８月～平成24年１月まで４回を予定
ＪＡ鹿児島いずみ管内（出水市・阿久根市・長島町）の
小学４～６年生
※ただし、４年生以上の兄姉が参加する場合は、
１年生からも参加できます。
40名（定数となり次第、締め切りとさせていただきます）
無　料
平成23年８月５日（金）
◉集合・解散は、原則としてＪＡ本所です。
◉カリキュラム１回につき、ＪＡ職員・青年部員な
ど約30名が運営にあたるとともに、安全管理に
努めます（傷害共済へはＪＡで加入します）。
◉第２回目（９月23日）開催以降の休日に、親子参
加型の野菜の管理作業を行います。ご参加いた
だく方には、事前に文書等でお知らせします。
お近くのＪＡ事業所かＪＡアグリキッズスクール
事務局までお申込みください。

お問い合わせ：ＪＡ鹿児島いずみアグリキッズスクール事務局　☎64-2600　主催：ＪＡ鹿児島いずみ・ＪＡ青年部　支援：ＪＡ女性部

▶
▶

▶
▶
▶
▶

▶

●バレイショ・ブロッコリー・キャベツ・ニンジン
 ・ダイコンの収穫体験 ●餅つき大会 ●卒業式

１月２１日㈯ 時間 ９：００～１３：００

●入学式
●出水市青年の家で「マイ箸」作り
●そうめん流し・かき氷

９月２３日㈮ 時間 ９：００～１2：3０

●アグリセンター施設見学
●バレイショの植え付け体験
●ブロッコリー・キャベツ・ニンジン
　・ダイコンの種まき体験

１０月２９日㈯ 時間 ９：００～１3：００

●バレイショ・ブロッコリー・キャベツ・ニンジン
 ・ダイコンの管理作業●ミカンの収穫体験

※集合・開始・終了時間はその都度連絡します。また、昼食
は準備します。
※カリキュラム等は、変更になる場合があります。
※苗や収穫したものはプレゼントとしてお持ち帰りいただけます。

ＪＡ鹿児島いずみアグリキッズスクール

８月２４日㈬ 時間 ９：００～１４：００

℡６４－２６２５ＪＡ鹿児島いずみ本所生活燃料課
℡６４－２６６０農産物直売所「より道いずみ」

より道いずみ店内

毎月17日は

イベント
開催中

より道いずみより道いずみ
女性部の店 出荷者会員募集出荷者会員募集

お問い合わせ先

農産物直売所「より道いずみ」では、
農産物・加工品等を出荷される
会員を随時募集します。
年会費は 1,000 円です。
詳細につきましては、下記まで
　　 お問い合わせください。


